
その結果…

正しい問題解決習得と
QCサークル活動実践教育

QCサークル活動で
こんなことに困っていませんか？

問題が
わからない

対策ありき

効果が
でない

マンネリ化

だから
だから

だから だから

●対策ありきのテーマで活動している
●テーマに手段が入っている
●問題の洗い出しができていない
●問題と課題の違いを理解していない
●目標の設定根拠が明確でない
●各手順が論理的につながっていない
　など・・・

 

日
程

【第1回】2026年  6月17日（水）～18日（木）※セミナー２日間（集合形式）
【第2回】2026年  8月24日（月）※実践教育①（ライブ配信）
【第3回】2026年10月26日（月）※実践教育②（ライブ配信）
【第4回】2027年  1月25日（月）※実践教育③（ライブ配信）
【第5回】2027年  3月24日（水）※発表会（ライブ配信）

〜効果を出すための秘訣がここにある！〜

本件に関するお問い合わせ先

一般財団法人日本科学技術連盟　品質経営・SQiP・MS・QCCグループ
TEL：03-5378-9816　E-mail：quality-kensyu@juse.or.jp

主催

一般財団法人日本科学技術連盟



セミナーと実践教育のセットで実践力が向上！

本コースの流れ
第1回 コース

1日目  業務改善の知識とサークルの評価・レベルアップ方法を習得する

第1回 コース
2日目  正しい問題解決の手順を理解・習得し、実践教育に向けた準備をおこなう

第2回〜
第4 回

コース
3-5日目

 「実践教育」　※各回1サークル1時間のみ！
 セミナーで学んだことを活かし、職場に戻ってQCサークル活動に取り組む

第5 回 コース
6日目  QCサークル活動成果発表会

カリキュラム案

カリキュラム案 演習・講義

　実践教育を通じて、取り組んだ内容を全サーク
ル発表することで他社の取り組みを共有できます。
また、QCサークル活動を取り組む際の困りごと、
悩みごとを打ち明けながら、その対策案（工夫）を
他社から学ぶことができます。

１．業務改善の基礎知識
（１）業務改善の意義・必要性
（２）小集団活動とは（有効性・進め方など）
（３）業務改善にあたって（ＱＣ的ものの見方・考え方など）

２．サークルの評価とレベルアップ方法
（１）サークル評価のポイント
（２）サークルメンバーをやる気にさせる工夫
（３）サークルレベルアップに向けた指導方法

１．問題解決の手順とQC手法（続き）

２．問題解決実践演習（グループ演習・講義：トレーニング）
　⃝�グループで問題解決手順に沿って改善策を導き出してい

ただきます。
　⃝�本グループディスカッションは、演習と講義を交えながら進

めます。

　①テーマ選定
　②活動計画作成、現状把握目標の設定
　③要因解析、検証
　④対策立案・評価、実施、標準化、管理の定着、その他
３．グループ演習発表・全体討論・講師コメント（全体情報共有）

４．実践教育に向けたポイント・質疑応答

日数 時間 サークル

1日

  9:00～10:00 Ａサークル
10:00～11:00 Ｂサークル
11:00～12:00 Ｃサークル

昼食休憩
13:00～14:00 Ｄサークル
14:00～15:00 Ｅサークル
15:00～16:00 Ｆサークル
16:00～17:00 Gサークル

実施内容

　　 発表 ＆ 
　　 質疑応答

各チームの発表者が取り組んだ改善内容
について発表後、質疑応答を行います。

講　評 取り組んだ改善内容に対して、講師から
専門的な視点で講評します。

1．�各サークルごとに専門家・講師からコメン
ト・アドバイスをいたします。

2．�上司（管理者）や報告者以外のメンバー
もご参加いただけます。

3．�活動の悩みも含めてご相談できます。
4．�オンラインで実施します。

年間3回実践教育を実施します。
第1回： 現状把握・目標設定　第2回： 要因解析　第3回： 対策立案・検討・実施

実践教育の特徴

実施回数

【事前準備】
・活動の現状報告資料作成
・事務局への報告資料提出
【タイムスケジュール】
9:00～  9:20 活動の現状報告
9:20～  9:40 講師からのコメント
9:40～10:00 質疑応答

他社の活動内容・工夫を学べる貴重な機会となります !!

３．サークル評価方法の共有と検討（グループ演習）
４．問題解決の手順とQC手法
（１）問題解決手順の各種ポイント（つながりと勘所など）
（２）ＱＣ手法
　　①データをとる意義・有効性、取り方・まとめ方・見方、ばらつきなど
　　②（Ｑ７）チェックシート、グラフ、パレート図、特性要因図
　　③（Ｎ７）系統図、マトリックス図、親和図

実践教育

正しい道筋
正しいガイド

自主性の育み

STEP 2

出来る・使える

発表会

成果発表の場
一体感の醸成
労い、励まし

STEP 3

認める・称える

セミナー

STEP 1

知る・分かる
考え方の理解
手法の理解
手順の理解

参加費　
　「セミナーを受講したものの、職場でどのように活かせばよいかわからない…」といっ
た声をよく耳にします。
　本コースでは、セミナーで正しい問題解決を習得し、職場の問題・困りごとをテーマと
して実践教育に取り組み、講師がアドバイス・指導します。
　対策をうっても効果が出ないのは、正しい問題解決の手順（論理的なつながり）を理
解できていないからです。
　ただ単に受講することを目的とせず、「学んだことを職場で活かせる人材」を育てる
本コースをぜひご検討ください！！

1社セミナー受講２名
実践教育1サークル 350,000円

（一般・会員ともに／税抜き）　

※第1回～第5回のセット料金

■HP掲載は2026年3月頃を予定しております。


